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二亜硫酸二ナトリウム  

  

物質名：Disodium disulphite  

構造式：O5S2-Na2  

CAS No.：7681-57-4  

  

勧告  

本物質は現在の所、追加の研究の優先度が低い。  

 

SIAR 結論の要旨 

 

ヒトの健康  

二亜硫酸二ナトリウムはヒト及びイヌにおいて硫酸塩として迅速に排出される。亜硫酸塩が組織中に充分

に高濃度で存在すると、無機のチオ硫酸塩に代謝され、その後、尿中に排泄されるかもしれない。  

ラットにおける急性経口毒性(LD50)は1,540mg/kg bwである。ヒト死亡例においては、毒性が胃及び肝臓に

観察され、GI 路は血液で満たされていた。  

 

反復用量毒性について、二亜硫酸二ナトリウムは30から104週の間、食餌を通してラットに投与された。主

な影響は局所刺激による胃の病変の誘発であり、その特性は前胃及び胃腺過形成及び炎症である。局所毒性

（胃刺激）は約 217mg/kg bw/日で兆候はなく、この影響が発生した最低用量は実際の摂取用量としての約 

454mg/kg bw/日であった〔ラットにおける経口食餌局所影響（胃刺激）の NOAEL： 約 217mg/kg bw/日〕。

ラットにおける同じ混餌試験から、全身影響の NOAEL は試験を行った最高用量(942mg/kg bw/日)であった。  

 

in vitro 遺伝毒性試験の結果は曖昧であるが、二亜硫酸二ナトリウムが in vivo で遺伝毒性があるという

証拠はない。  

 

104 週間、食餌を通して二亜硫酸二ナトリウムを投与されたラットにおいて発がん性はなかった。  

 

二亜硫酸二ナトリウムの生殖毒性は 2 年間までの期間にわたり、3 世代にわたって(NOAEL、繁殖性、経

口食餌：約 942mg/kg bw/日)観察されなかった。発生毒性及び催奇形性影響は試験を行った最高用量でラッ

ト及びウサギに見られた（NOAEL はそれぞれ、110 及び 123mg/kg bw/日）。  

 

本物質は皮膚に刺激性はないが、眼に刺激性がある。  

 

ヒトにおいて、痒み、浮腫、鼻炎、並びに鼻滞留を伴う蕁麻疹及び喘息が報告された。これらの反応の免

疫学的病原論はまだ明白でない。ガイドラインでない試験において、モルモットに対する皮膚感作性の指標
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は観察されなかった。いくつかの症例において、陽性のパッチ試験と同様にアレルギー性接触皮膚炎が観察

された。その広範囲の用途を考慮して、それは皮膚感作性とは見なされない。二亜硫酸二ナトリウムは呼吸

感作性を誘発しないようだが、感受性のある個人において、喘息の症状を強化するかもしれない。更に広範

囲の用途があるとしても、症例の数は低いと考えられる。  

  

環境  

二亜硫酸二ナトリウムは沸点、融点、並びに蒸気圧に関連性がない。生分解性の毒性指標に関する試験も

本物質が有機化学物質でないので、適当でない。生物濃縮は予想されない。分解は 150℃で発生し、二酸化

硫黄を形成した。本物質は高い水溶解性(20℃で 470g/l)があるので、環境へ放出されると、主に水に運搬さ

れるだろう。低い Koc(2.447)は二亜硫酸二ナトリウムが土壌中で非常に移動性があるので陸生区分にとどま

らないかもしれないと指摘している。その代わりに、地下水へ溶解する潜在性がある。  

 

本物質は水生生物の限られた数で試験されている。魚への急性毒性(96 時間 LC50)は 100mg/L より大きか

った。藻類について、72 時間 EC50 値は 48.1mg/l であった。ミジンコについて、急性毒性 48 時間 EC50 

値は 88.76mg/l であり、慢性毒性 21 日 NOEC は 10mg/l より大きかった。そのため、水生生物の PNEC 

0.1mg/l は評価係数 100 を用いた慢性ミジンコ試験から得られた。  

  

ばく露  

1999 年に中国及びロシア連邦を除く世界市場の亜硫酸ナトリウム塩の推定値は合計して、約 330,000 ト

ン／年であった。これらはドイツに 20,000 トン、残りのヨーロッパに 60,000 トン、並びに世界の残りに 

250,000 トン分布する。二亜硫酸二ナトリウムは基礎的化学物質であり、化学合成に用いられる。消費者へ

のばく露は発生するかもしれないが、このばく露範囲は知られていない。本物質の製造または製剤調合中に

気道、皮膚、並びに眼へのばく露潜在性がある。  

 

韓国において、二亜硫酸二ナトリウムの総生産量は 1998 年に約 3,200 トン／年であった。本物質は製革

剤、食品添加物、漂白剤、写真及び還元剤に用いられるが、それぞれの使用パターンの実際量は入手出来な

い。現時点で、環境及びヒトへのばく露データはない。  

  

勧告された追加の研究の特徴  

勧告なし  

 

 

［著作権および免責事項について］ 

［著作権］ 

本資料の著作権は弊センターに帰属します。引用、転載、要約、複写（電子媒体への複写を含む）は著作権の侵害となりますので御注意下さい。 

［免責事項］ 
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